
問

松
く
い
虫
被
害
木
伐

倒
費
用
の
市
補
助
金
の
活

用
状
況
は
ど
う
か
。

農
林
水
産
部
長

海
岸
の

松
林
を
守
る
た
め
に
、
湯

野
浜
と
西
郷
地
区
で
、
松

く
い
虫
被
害
木
が
あ
る
土

地
所
有
者
に
、
伐
倒
費
用

の
２
分
の
１
、
上
限
５
万

円
を
補
助
す
る
制
度
を
、

今
年
度
か
ら
設
け
た
も

の
。

月
１
日
時
点
で
５
件

12
の
申
請
、
被
害
木

本
を

16

伐
倒
す
る
計
画
で
、
約
22

万
円
を
交
付
決
定
し
て
い

る
。

問

酒
田
市
で
は
、
全
市

対
象
で
個
人
・
団
体
が
行

う
伐
倒
駆
除
へ
の
費
用
補

助
事
業
、
経
費
の
２
分
の

１
以
内
、
上
限

万
円
で

20

行
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
、

全
市
的
な
対
策
に
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

農
林
水
産
部
長

利
用
者

が
見
込
み
よ
り
少
な
い
状

況
で
、周
知
不
足
な
の
か
、

制
度
設
計
な
の
か
、
検
証

し
た
い
。

補
助
金
は
、
公
益
性
の

高
い
庄
内
海
岸
林
の
被
害

蔓
延
防
止
と
、
周
辺
地
域

の
農
地
や
生
活
環
境
に
対

す
る
安
全
確
保
が
目
的
で

あ
る
。

現
時
点
で
、
全
市
へ
の

拡
大
は
想
定
し
て
な
い

が
、検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

住
宅
改
修
の
際
に
、

浄
化
槽
設
置
を
し
た
市
民

が
、
市
の
補
助
金
を
活
用

で
き
な
か
っ
た
人
が
い

る
。公

共
下
水
道
整
備
が
困

難
な
地
区
で
は
、

（
２
面
に
つ
づ
く
）
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新つるおかHP

月
５
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、

12
菅
井
巌
議
員
は
①
松
く
い
虫
被
害
対
策
、
②
住
宅
政
策
、

③
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

酒
田
市
で
は
経
費
の
半
額
以
内
補
助

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
拡
充
を

▽
昨
年

月
議
会
予
算
特
別
委
員
会
で

12

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
支
援
制
度
を
取
り
上

げ
ま
し
た
。

関

平
成

年
度
に
先
進
的
制
度
と
し

28

て
創
設
さ
れ
て
以
来
、
住
環
境
改
善
、

住
宅
関
連
産
業
振
興
、
県
内
経
済
の
振

興
に
も
大
き
く
寄
与
し
て
き
た
。
県
は

リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
規
模
を
令
和
２
年
の

４
８
４
億
円
か
ら
令
和

年
に
は
５
１

12

５
億
円
に
拡
大
す
る
と
い
う
目
標
だ

が
、
耐
震
化
・
減
災
対
策
、
中
古
住
宅

活
用
と
も
結
び
つ
い
て
お
り
、
重
要
な

意
義
が
あ
る
。
建
設
労
働
組
合
等
か
ら

も
改
め
て
支
援
の
拡
充
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
厳
し
い
状
況
に
あ
る
関
係
者
の

支
え
と
な
り
、

担
い
手
確
保
に

も
貢
献
す
る
。

目
標
を
更
に
高

め
、
支
援
の
規

模
拡
大
を
図
っ

て
は
ど
う
か
。

県
土
整
備
部
長

市
町
村
と
協
調
し
て

約
４
万
８
千
戸
に
支
援
し
、
環
境
向
上

と
地
域
経
済
活
性
化
に
も
つ
な
が
っ
て

き
た
。
利
用
者
か
ら
も
住
環
境
改
善
な

ど
を
評
価
す
る
声
を
多
く
頂
い
て
い

る
。
ま
た
、
今
年
度
、
県
内
建
築
事
業

者
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
「
地

元
事
業
者
の
受
注
に
つ
な
が
っ
た
」「
大

工
の
手
作
業
が
多
く
、
若
手
の
育
成
に

つ
な
が
る
」
と
い
っ
た
評
価
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場
は
拡
大
傾
向

に
あ
り
、
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

必
要
な
支
援
内
容
に
つ
い
て
検
討
し
て

ま
い
り
た
い
。

▽
平
成

年
度
、
私
が
市
議
の
時
に
笹

28

山
一
夫
県
議
（
当
時
）
の
努
力
で
実
現
、

県
内
で
は
鶴
岡
市
が
最
も
活
用
し
て
き

ま
し
た
。
昨
年

月
市
議
会
で
菅
井
市

12

議
が
改
め
て
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

問

改
正
建
築
基
準
法
が

今
年
４
月
１
日
、
施
行
さ

れ
た
。

建
築
物
の
省
エ
ネ
法
に

よ
る
新
築
住
宅
や
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
る
。

市
の
建
築
確
認
申
請
と

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
の
対

応
状
況
、
中
小
業
者
へ
の

影
響
は
ど
う
か
。

建
設
部
長

こ
れ
ま
で
建

築
士
の
設
計
に
よ
る
場
合

に
審
査
省
略
さ
れ
て
い
た

構
造
関
係
規
定
等
も
、
審

査
項
目
に
加
わ
り
、
受
付

か
ら
７
日
以
内
で
あ
っ
た

審
査
期
間
が
、

日
に
延

35

長
さ
れ
、
大
規
模
リ
フ
ォ

ー
ム
工
事
も
、
工
事
内
容

で
確
認
申
請
の
提
出
が
必

要
と
な
っ
た
。

４
月
以
降
の
新
築
住
宅

件
数
は
、
昨
年

月
末
時

10

点
と
比
較
し
た
場
合
、
全

体
で
約
３
割
減
少
し
て
い

る
。特

に
、
市
内
本
社
の
工

務
店
や
建
設
会
社
の
受
注

件
数
は
、
約
５
割
減
と
な

っ
て
い
る
。

市
内
業
者
の
件
数
減

は
、
法
改
正
前
の
駆
け
込

み
申
請
の
反
動
も
あ
る

改
正
建
築
基
準
法
の
影
響
は

が
、
昨
今
の
物
価
高
や
人

件
費
高
騰
か
ら
、
大
手
住

宅
メ
ー
カ
ー
の
ロ
ー
コ
ス

ト
住
宅
も
影
響
し
て
い
る

と
推
測
さ
れ
る
。

大
規
模
リ
フ
ォ
ー
ム
工

事
に
よ
り
、
確
認
申
請
が

必
要
と
な
っ
た
も
の
は
４

件
で
、
法
改
正
に
よ
る
影

響
は
少
な
い
も
の
と
考
え

る
。リ

フ
ォ
ー
ム
件
数
の
減

少
は
、
物
価
高
と
人
件
費

高
騰
に
よ
る
工
事
費
上
昇

の
影
響
が
大
き
い
と
考
え

る
。

問

昨
今
、
災
害
が
広
が

っ
て
お
り
、
耐
震
や
バ
リ

ア
フ
リ
ー
、
災
害
福
祉
に

関
わ
る
対
処
、
リ
フ
ォ
ー

ム
補
助
の
拡
充
が
重
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

建
設
部
長

耐
震
改
修
等

の
補
助
金
は
、
今
年
度
リ

フ
ォ
ー
ム
補
助
金
か
ら
独

立
し
た
住
宅
耐
震
改
修
等

事
業
補
助
金
と
し
て
、
補

助
上
限
額
を

万
円
か
ら

60

１
２
０
万
円
に
拡
充
し
て

い
る
。月

末
時
点
で
７
件
と

10
な
っ
て
い
る
。

課
題
は
、
耐
震
改
修
に

係
る
費
用
が
高
額
な
場

合
、
工
事
実
施
を
見
送
る

例
も
多
い
こ
と
か
ら
、
安

価
な
耐
震
改
修
工
法
の
普

及
や
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
等

の
福
祉
対
策
の
周
知
方
法

も
あ
る
と
考
え
る
。

浄
化
槽
整
備
の
補
助
金
活
用
を
促
せ



日
本
共
産
党
新
春
の
つ

ど
い
が

日
、
鶴
岡
市
勤

18

労
者
会
館
で
開
か
れ
、
会

場
一
杯
の
１
６
０
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
年
６
月
に
た
た
か
わ

れ
る
庄
内
町
議
選
勝
利
に

向
け
て
、
工
藤
範
子
町
議

が
、
ま
た
、
来
年
４
月
の

県
議
選
に
向
け
て
、
関
と

お
る
県
議
が
決
意
表
明
し

ま
し
た
。突

然
の
解
散
・

総
選
挙
に
よ
り
、

山
添
拓
政
策
委
員

長
に
代
わ
り
、
い

わ
ぶ
ち
友
参
院
議

員
が
、
国
会
報
告

と
総
選
挙
勝
利
に

向
け
て
訴
え
ま
し

た
。い

わ
ぶ
ち
氏
は
、

統
一
教
会
問
題

や
裏
金
問
題
な
ど
、

「
支
持
率
は
高
い

よ
う
に
見
え
る
が
、

高
市
政
権
が
追
い

込
ま
れ
て
の
解
散

だ
。さ

ら
に
ア
メ
リ
カ
言
い

な
り
に
、
大
軍
拡
や
原
発

再
稼
働
な
ど
、
平
和
も
く

ら
し
も
破
壊
す
る
自
民
党

政
治
を
終
わ
ら
せ
、
ど
の

問
題
で
も
国
民
の
願
い
実

現
に
先
頭
に
た
っ
て
奮
闘

し
て
き
た
日
本
共
産
党
の

議
席
を
伸
ば
し
て
こ
そ
、

く
ら
し
も
平
和
も
守
ら
れ

る
」
と
強
調
。

「
前
回
失
っ
た
東
北
の
命

綱
、
比
例
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

で
高
橋
ち
づ
子
さ
ん
の
議

席
を
必
ず
奪
還
し
よ
う
」

と
訴
え
ま
し
た
。

昨
年

月
の
市
議
選
で

10

勝
利
し
た
４
人
の
市
議
団

も
、
市
政
の
変
化
や
総
選

挙
勝
利
へ
の
決
意
表
明
を

し
ま
し
た
。

羽黒庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
1月15日入札分

・令和7年災33-101下川代災害復旧工事（羽黒町川代字下川代地内）（随契）
中止

（
１
面
の
つ
づ
き
）

個
人
設
置
型
浄
化
槽
整
備

に
つ
い
て
十
分
な
説
明
を

行
い
、
補
助
金
の
有
効
活

用
を
促
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
耐
用
年
数
を
経

過
し
た
後
の
浄
化
槽
の
更

新
工
事
で
も
、
補
助
金
制

度
が
適
用
に
な
る
よ
う
に

見
直
し
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

上
下
水
道
部
長

浄
化
槽

設
置
の
補
助
制
度
は
、
合

併
処
理
浄
化
槽
の
新
設
の

場
合
と
、
単
独
処
理
浄
化

槽
及
び
く
み
取
り
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転

換
、
こ
の
２
つ
を
対
象
と

し
て
い
る
。

相
談
時
に
、
制
度
の
有

効
活
用
を
個
別
に
案
内
し

て
い
る
。

対
象
区
域
に
絞
り
込
ん

で
の
重
点
的
周
知
も
検
討

し
、
有
効
活
用
を
促
す
。

浄
化
槽
の
更
新
工
事
へ

の
補
助
制
度
の
適
用
は
、

未
普
及
解
消
を
優
先
と
し

つ
つ
、
国
や
県
の
動
向
、

他
自
治
体
の
状
況
を
踏
ま

え
、
支
援
の
在
り
方
を
検

討
し
て
ゆ
く
。

問

下
水
道
整
備
後
の
使

用
者
の
接
続
率
は

・
９

92

％
で
、
前
年
比
０
・
６
ポ

イ
ン
ト
減
少
し
て
い
る
。

要
因
分
析
と
接
続
促
進

の
支
援
、
工
事
費
補
助
制

度
の
拡
充
は
ど
う
か
。

上
下
水
道
部
長

未
接
続

者
対
応
に
、
普
及
専
門
員

に
よ
る
戸
別
訪
問
と
、
文

書
に
よ
る
接
続
勧
奨
を
行

い
、
未
接
続
の
理
由
の
把

握
と
、
丁
寧
な
説
明
に
努

め
て
い
る
。

接
続
工
事
費
の
補
助
制

度
は
、
整
備
完
了
後
３
年

以
内
の
接
続
を
対
象
に
し

て
い
る
。

既
に
補
助
を
受
け
た
人

と
の
公
平
性
の
観
点
か

ら
、
制
度
の
拡
充
は
慎
重

な
対
応
が
必
要
だ
。

現
行
制
度
を
理
解
い
た

だ
き
、
早
期
接
続
を
促
進

す
る
。

募
集
し
て
い
ま
す
（
第
３

回
の
参
加
店
は
申
込
不

用
）。財

源
は
、
国
の
重
点
支

援
地
方
交
付
金
と
、
山
形

県
地
域
経
済
活
性
化
・
物

価
高
騰
対
策
事
業
費
補
助

金
で
す
。

県
内
で
は
最
高
３
万
円

「
お
こ
め
券
」
は
２
市

県
内
の
市
町
村
で
は
、

３
万
円
（
大
蔵
村
）、

２
万
５
千
円
（
鮭
川
村
）、

２
万
２
千
円
（
戸
沢
村
）、

２
万
円
（
西
川
町
、
真
室

川
町
、
三
川
町
）、

１
万
５
千
円
（
大
江
町
、

最
上
町
、
現
金
給
付
の
小

国
町
）、

１
万
３
千
円
（
朝
日
町
、

飯
豊
町
）、

０
０
円
券×

枚
）
し
ま

10

す
。商

品
券
の
利
用
期
間

は
、
令
和
８
年
４
月

日
30

（
木
）
～
令
和
８
年
６
月

日
（
火
）
（
予
定
）
で

30す
。使

え
る
お
店
は
、
市
内

の
中
小
・
小
規
模
事
業

者
。（
大
手
チ
ェ
ー
ン
店
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
等

は
対
象
外
）

第
３
回
消
費
喚
起
ク
ー

ポ
ン
券
事
業
（
令
和
７
年

３
月

日
～
同
５
月

日

31

31

２
０
０
０
分
）
と
同
様
の

仕
組
み
で
実
施
し
、
事
業

者
に
は
、
新
規
参
加
店
を

１
万
円
（
寒
河
江
市
、
尾

花
沢
市
、
河
北
町
、
大
石

田
町
、
白
鷹

町
）

８
千
円
（
新

庄
市
）、

７
千
円
（
高

畠
町
、
川
西

町
）

６
千
円
（
遊

佐
町
）

「
お
こ
め
券
」

は
、
長
井
市

が
３
０
８
０

円
と
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨

１

万

２

千

円
、
尾
花
沢

市
が
商
品
券

と
併
用
な
ど

が
あ
り
ま
す

（
朝
日
新
聞

１
月

日
）。

16

鶴
岡
市
で
は
、
食
料
品

な
ど
の
物
価
高
騰
に
よ
る

市
民
の
負
担
を
軽
減
し
、

市
内
中
小
事
業
者
の
売
上

拡
大
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
「
生
活
応
援
商
品
券

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

月
市
議
会
の
最
終
日

12
の

日
に
、
一
般
会
計
補

19
正
予
算
が
追
加
提
案
さ

れ
、
「
生
活
応
援
商
品
券

事
業
」
６
億
２
８
４
９
万

４
千
円
な
ど
、
物
価
高
騰

対
策
関
連
の
予
算
が
全
会

一
致
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

「
生
活
応
援
商
品
券
事

業
」
は
、
市
民
１
人
あ
た

り
５
０
０
０
円
分
の
商
品

券
（
紙
版
）
を
配
布
（
５


